
14． 知的財産戦略の強化及び産学官連携の推進によるイノベーションの創出

特許化 実用化

体制の整備充実

創造的
研究成果

各種
研究推進制度

○知的財産戦略の強化・産学官連携の一層の推進
○「知」の源泉としての大学等における研究教育を一層活性化させ、社会の信頼を得つつ発展
○政府が集中的・計画的に実施すべき施策である知的財産推進計画を確実に実施
○大学等の知的財産を戦略的に創出・取得・活用し、社会還元を促進するためのトータルプラン
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○特許化支援等2,718百万円（2,730）
（技術移転支援センター事業）
・海外特許出願支援を充実

○産学官連携人材の
育成・確保1,004百万円（1,149）

・専門人材（コーディネーター）の配置
・技術移転・知的財産人材等の養成

○知的財産本部の充実2,585百万円（2,649）
・知的財産本部（43件）及びスーパー

産学官連携本部（６件）の充実

○産学共同シーズイノベーション化事業 1,400百万円（新規）
・基礎から応用までを見通した大型共同研究の推進

○独創的シーズ展開事業 9,479百万円（9,674）
・大学発ベンチャーの創出・事業展開に必要な経費を支援
・大学等の研究成果の効率的な技術移転を支援

平成18年度予算案：37,056百万円
（平成17年度予算額：33,687百万円）
※運営費交付金中の推計額を含む


